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現在 「居場所」という言葉は、日常的によく使用されているが、「居場所」の概念は、
一般用語としても、

また研究の面においても捉え方が様々であり、明確な定義は定まっていない。そこで、本稿では、子どもの

「居場所」の概念を明確にすることを目的としている。この目的を達成するため、まず
一般用語としての 「居

場所」の概念を提えるために、「居場所」という言葉の登場時期と使用状況を検討 し、子どもの 「居場所」と

社会的背景との関わりの検討を行った。さらに子どもの 「居場所」に関する研究を検討することにより、研究

レベルの 「居場所」の概念を検討した。以上の検討を踏まえ、「居場所」の定義づけを行ない、また 「居場所」

の構造を提えるため 「居場所」の構造を検討し、さらに 「居場所」の実態を具体的に提えるため 「居場所」の

持つ概念の諸側面を明確にした。そして、現在の子どもの 「居場所」づくり事業を検討し、今後の事業に対す

る提案を行った。

「居場所」概念 の検討

し
日要

1.は じめに

近年、子どもを取り巻 く環境は変化している。この

環境の変化が子どもに悪影響を与えており、子どもが

引き起こす社会問題に大きな影響を与えている。これ

らの社会問題の原因の
一つとして子どもの 「居場所」

がないという現状が考えられ、「居場所」について総

合的に検討することが非常に重要であるといえる。

この 「居場所」という言葉は、現在日常的によく使

用されているが、「居場所」の概念は、一般用語とし

ても、また研究の面においても捉え方が様々であり、

明確な定義は定まっていない。そこで、本稿では、子

どもの 「居場所」の概念を明確にすることを目的とす

る。そのために、まず一般用語としての 「居場所」の

概念を提える。これは、辞典における 「居場所」の定

義を検討することによって行なう。次に 「居場所」と

いう言葉の登場時期と使用状況を提える。これは、新

聞記事における 「居場所」の登場時期と使用頻度を検

討することによって行なう。さらに子どもの 「居場所」

と社会的背景との関わりを提える。これは、子どもの

「居場所」に関する新聞記事数と、子どもの社会問題

の実態や子どもの社会問題に関する新聞記事数との関

連を検討することによって行なう。以上のように、

「居場所」の日常的な使用実態とその社会的背景を提

えることにより、「居場所」の概念を検討する。次に

子どもの 「居場所」に関する研究を検討することによ

り、研究レベルにおける 「居場所」の概念を検討する。

以上の検討を踏まえ、「居場所」の定義づけを行なう。

また 「居場所」の構造を提えるため 「居場所」の構造

を検討 し、さらに 「居場所」の実態を具体的に捉える

ため 「居場所」の持つ概念の諸側面を明確にする。

また、現在子どもの 「居場所」がないという現状を

受けて、子どもの 「居場所」づくり事業を行う行政や

民間団体も増えてきている。そこで、現在行われてい

る全国と二重県の 「居場所」づくり事業の現状を捉え、

問題点や今後の方向性を検討し、今後の子どもの 「居

場所」づくり事業に対する提案を行う。

2.子 どもの 「居場所」概念の検討

(1)「 居場所」の登場時期と社会的背景

1)辞 典における 「居場所」
一般用語としての 「居場所」の概念を提えるため、

「広辞苑」「国語辞典」「漢字語辞典」を検討 し、次に

各専門領域における 「居場所」の概念を提えるため、

「教育学辞典」「社会学辞典」「心理学辞典」に記載さ

れている 「居場所」の定義を検討する。それぞれの辞

典における 「居場所」の定義を表 1と表 2に示す。

「居場所」の定義は、2000年代以前に発行された

辞典には 「いどころ」「座る場所」など物理的な側面
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